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いよいよスポーツの秋。その先がけとして、第14自の石川地方婦人スポー

ツ祭が、 5月21日村民グラウンドで開かれました。会場には管内の婦人会員

、約8∞人が参加し、競技をとおし受流を深めました。

ボーjレ転がしをトップに、 11種自の団体種目が繰り広げられ、色とりどり

のジャージ姿のお母さんたちは大ハ、ソスjレ。童心にかえったように競技を楽

しむ若い元気な声があちこちからあがっていました。競技の合閤には各婦人

会から、出し物の踊りも披露されるなど、まさにスポーツ祭典といった 1日で

した。
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昭
和
六
十
年
度
の
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
定

例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た

税
金
や
国
・
起
用
か
ら
の
補
助
金
、

地
方
受
信
税
な
ど
が
ど
の
く
ら
い

入
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
の
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

11川

918円

15，136円

19，136円

市町村たばζ消費税
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木材引取税
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健きお

昭
和
六
十
年
度
の
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
(
入
っ
た
お
金
)
は

十
七
億
三
百
四
十
七
万
七
千
円
、
歳

出
(
出
た
お
金
)
は
十
六
億
三
千
百

六
十
六
万
八
千
円
で
実
質
で
七
千
百

八
十
万
九
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
を
見
て
み
ま
す
と
一
番
の
財

源
と
な
っ
て
い
る
の
は
地
方
交
付
税
。

こ
れ
は
、
国
税
の
一
定
割
合
を
村
の

財
政
事
情
に
合
わ
せ
て
固
か
ら
配
分

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
全
体
の
収
入
の

四
五
・
五
%
に
あ
た
る
七
億
七
千
五

百
八
十
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次

に
大
き
な
財
源
に
な
っ
て
い
る
の
が

村
税
で
、
三
億
一
千
三
百
七
十
七
万

円
で
十
八
・
四
%
。
こ
れ
は
一
人
当

一般会計決算の推移

55年度 60年度59年度58年度57年度56年度

17億

15憶

14億

16億

り
四
万
一
千
五
百
三
十
六
円
の
税
金

を
納
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
村
が
仕
事
を
す
る
と
き
に

国
や
県
が
そ
の
お
金
の
一
部
を
補
助

す
る
国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
は
、

二
億
九
千
七
十
一
万
円
で
全
体
の
十

七
・
一
%
。
地
方
交
付
税
と
合
わ
せ

る
と
六
五
・
七
%
に
な
り
、
国
・
県

へ
の
依
存
度
の
高
い
財
源
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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盟
四

歳
出
(
出
た
お
金
)
を
見
て
み
ま

す
と
、
断
然
ト
ッ
プ
は
農
林
水
産
業

費
で
三
億
九
千
四
百
六
十
万
円
。
全
体

の
二
四
・
二
%
を
占
め
、
農
業
振
興

の
た
め
の
ほ
場
整
備
や
農
用
地
開
発

な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た

D

次
い
で
役
場
等
の
維
持
管
理
な
ど

に
あ
て
ら
れ
る
総
務
費
が
三
億
五
千

九
百
三
十
万
円
で
十
五
・
九
%
。
そ

の
ほ
か
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
等

圏
一叫
J

重
認

気
司
副
『
Z
LM

一
趨

(単位千円)

90. 215 

10. 000 

110.626 

33， 516 

〔補助事業〕
団体営農道整備事業

転作営農道整備事業

農村情報無線連絡施設設置事業

地方道路改良事業

県単農道整備事業

災害復旧事業

農山漁村振興特別対策事業 の
充
実
の
た
め
に
教
育
費
と
し
て
一

億
六
千
九
百
二
十
万
円
、
道
路
の
改
良

整
備
を
は
じ
め
と
す
る
よ
り
良
い
暮

ら
し
の
た
め
土
木
費
に
一
億
七
千
六

百
七
十
六
万
円
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
の
向
上
の
た
め
の
民

生
費
は
一
億
一
千
六
百
六
十
万
円
、

村
民
の
成
人
病
検
診
や
健
康
管
理
の

た
め
の
衛
生
費
に
使
わ
れ
た
お
金
は

一
億
二
千
百
四
十
八
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

13， 415 

113.429 

8. 384 

3. 900 

63. 096 

9.999 

10. 348 

4. 605 

4，987 

〔巣独事業〕

給水管改修工事

非補助 土地 改良 事業

団体営 ほ場 整備 事業

県道改農事業負担金

道路台 帳 整 備 事 業

村単道路改良事業
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昭
和
六
十
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
は
、
歳
入
総
額
が
四
億
三

千
二
百
二
十
三
万
円
、
歳
出
総
額
は

四
億
二
百
七
十
三
万
円
で
、
差
引
き

二
千
九
百
四
十
九
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
中
で
大
き
な
財
源
と
な
っ

て
い
る
の
が
国
庫
支
出
金
と
国
民
健
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国産支出金

219，268千円

( 50. 7 ) 

歳入合計432，233千円

国民健康

保険税

151，059 
千円

( 34. 9) 

康
保
険
税
の
二
つ
。
全
体
の
八
五
・

六
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
か
で
も

国
保
世
帯
が
納
め
る
保
険
税
は
、
一

世
帯
当
り
十
三
万
三
千
四
百
三
十
二

円
で
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
昨

年
度
に
比
べ
る
と
一
万
七
千
三
百
八

円
の
負
担
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
出
で
は
、
病
気
や
ケ
ガ

。
• 1世帯当りの

保険税 133，482円

• 1人当りの

保険税 36，378円

.国保加入世帯

1， 146世帯

療養諸費(

256.671千円川

高額療養費 L..l_l 

制 96千円1;I 
産費~ ) 

2，430千円

祭費

1，400千円
-被保険者数

(老人を除く)3，618人

助

葬

な
ど
で
器
者
に
か
か
っ
た
場
合
に
支

払
わ
れ
る
保
険
給
付
費
が
大
部
分
を

占
め
、
前
年
度
対
比
で
は
二
・
四

%
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
人

当
り
の
年
間
医
療
費
は
七
万
八
千
六

百
六
十
一
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
一

千
七
百
九
十
七
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳出合計402，734千円

老人保健|総務費

拠出金I20，394 
87，952 I 千円

千円I(5.1) 

( 21. 8 ) 

保験給付費

284，597千円

( 70. 7 ) 

* 
本
年
度
の
水
道
事
業
の
経
営
状

況
は
収
益
的
収
入
が
五
千
四
百
四

十
九
万
円
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
水
道
料
金
と
し
て
の
収
入
は
四

千
三
吉
七
十
二
万
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。ま

た
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
配

水
や
給
水
を
す
る
た
め
に
使
わ
れ

た
収
益
的
支
出
は
五
千
三
百
十
六

万
円
で
、
百
三
十
二
万
九
千
円
の

純
利
益
が
生
じ
ま
し
た
。

一
方
、
資
本
的
支
出
で
は
、
水

資
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
水
源

調
査
を
は
じ
め
、
業
務
用
車
輔
(
一
フ

イ
ト
パ
ン
)
と
、
渇
水
期
及

び
非
常
用
の
給
水
タ
ン
ク
の

購
入
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

*
 

ポ
ン
プ
場
の
脱
臭
装
置
の
工
事
も

行
わ
れ
、
建
設
改
良
費
と
し
て
一

千
三
百
五
十
八
万
円
が
支
出
さ
れ

ま
し
た
。

収入
一般会計補助金

16，900，000円

支出
資 本 的 支 出

16，668，875円

48，443千円

営業外費用

4， 721千円

事
業
費
用

の状況

給水戸数 1，199戸

年間給水量 356，065nl 

1日平均給水量 967 nl 
資本的収入額が資本的支出額を上回る

額231，125円は、損益勘定留保資金に

繰り入れをしました。

営業外収益

9，204千円
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高で、

昭
和
六
十
一
年
度
の
敬
老
会
が
、

九
月
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
村
体
育

館
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
招
待
さ
れ
た
お
年
寄
り
は
、

由自国・

七
人
が
元

楽しいアトラクションに笑い声が

昨
年
よ
り
六
人
多
い
三
八
四
人
。
そ

の
う
ち
の
三
七
七
人
が
元
気
な
姿
で

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
か
ら
「
今
年
も
ま
た
、

ho
元

気
な
み
な
さ
ん
に
お
会
い
で
き
、
嬉

し
い
限
り
で
す
。
長
い
人
生
の
中
で

培
っ
て
き
た
豊
か
な
経
験
を
若
い
世

代
に
伝
え
る
た
め
の
ご
指
導
、
ご
助

言
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
す
こ
や
か
で
楽
し
い
老
後

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
い
と
式
辞
が

述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
今
年
八
十
歳
に
な
ら
れ

た
矢
部
勇
太
郎
さ
ん
ら
二
十
四
人
の

方
に
敬
老
年
金
証
書
が
手
渡
さ
れ
、

夫
婦
そ
ろ
っ
て
八
十
歳
を
迎
え
ら
れ

た
三
組
の
ご
夫
婦
(
高
橋
兼
嘉
・
隆

子
さ
ん
、
小
針
千
次
・
ナ
カ
さ
ん
、

矢
吹
精
助
・
タ
カ
さ
ん
)
に
特
別
記

念
品
の
夫
婦
鹿
布
団
が
贈
ら
れ
、
出

席
さ
れ
た
お
年
寄
り
を
代
表
し
て
矢

吹
精
助
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

て
、
式
典
が
終
了
。

そ
の
後
は
、
婦
人
会
の
み
な
さ
ん

の
趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。
ム
何
年
寄
り
の
中
に
は
、
舞

台
に
あ
が
っ
て
自
慢
の
ノ
ド
や
踊
り

姿
で
出

を
披
露
さ
れ
る
芸
達
者
な
方
も
い
て
、

会
場
を
わ
か
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
、
旧

交
を
温
め
、
わ
酒
を
汲
み
か
わ
し
た

り
、
話
し
に
花
を
咲
か
せ
る
お
年
寄

り
の
姿
も
み
ら
れ
、
な
ご
や
か
な
敬

老
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

44， 954 

166，328千円

六
十
八
年
三
月
開
港
を
目
指
す
福

島
空
港
の
設
置
許
可
書
、
が
九
月
二
十

自
、
橋
本
運
輸
大
臣
か
ら
松
平
県
知

事
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
六
月
に
許
可
を
申
請
、
七
月

に
飛
行
機
に
よ
る
予
定
地
の
調
査
、

八
月
に
は
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
、
今

回
、
待
望
の
設
置
許
可
に
こ
ぎ
つ
け

*i m
g
i
m
g
 

m
刊
歳
か
ら
の
健
康
週
間

*ゃ f士
や事{動
ものき
す中盛
る J心り
と r:この
健主主四
康三十

~f動苧
E i! 
な公家
ど 7庭
忘三や

失写ぶて，

£沼で/fiJ.. 
ぷ可I_s=ご柄

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

脳
卒
中
・
心
臓
病
・
糖
尿
病
・
が

ん
な
ど
の
成
人
病
で
亡
く
な
る
人
が

11. 639 
置

22， 137 

許

可

下

り

る

た
も
の
で
す
口

県
で
は
、
着
工
へ
向
け
て
正
式
な

H

ゴ
i
サ
イ
ン
H

が
出
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
近
く
設
計
調
査
に
着
手

す
る
と
共
に
、
今
年
度
中
に
も
補
償

基
準
を
地
権
者
に
提
示
。
来
年
度
か

ら
は
用
地
買
収
交
渉
に
入
る
な
ど
具

体
的
な
作
業
に
入
る
予
定
で
す
。

来

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
成
人
病
は
、

四
十
歳
前
後
の
中
年
と
呼
ば
れ
始
め

る
こ
ろ
か
ら
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

年
一
屈
の
検
診
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
生
活
の
不
摂
生
、
運
動
不
足
、

栄
養
の
一
偏
り
に
注
意
し
、
自
分
に
あ

っ
た
健
康
守
つ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。寺長
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村
商
工
会
工
業
部
会
主
催
の
地
域

産
業
の
活
性
化
懇
談
会
が
、
九
月
二

活発な意見が出された懇談会

十
六
日
午
後
六
時
か
ら
村
商
工
会
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
企
業
側
と
若
い

世
代
と
の
交
流
を
兼
ね
、
現
在
村
が

抱
え
て
い
る
問
題
点
を
率
直
に
出
し

あ
い
、
将
来
に
向
け
て
進
む
べ
き
方

向
を
見
い
出
そ
う
と
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
会
場
に
は
、
村
内
の
企
業
十

社
か
ら
代
表
十
一
人
と
農
協
や
郵
便

局
な
ど
村
内
の
事
業
所
か
ら
十
七
人

が
出
席
。

篠
原
部
会
長
(
東
京
精
工
)
か
ら

今
回
の
主
冒
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
そ

れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
を
し
、
村
の
産
業

に
つ
い
て
の
一
番
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、

懇
談
に
入
り
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
農
業
、
商
業
、
工
業

が
直
面
し
て
い
る
問
題
を
取
り
上
げ

て
、
そ
れ
ら
を
中
心
に
活
発
な
意
見

が
交
換
。
そ
の
中
で
三
位
一
体
と
な

っ
た
地
域
づ
く
り
の
必
要
性
が
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

商
工
会
で
は
こ
う
い
っ
た
懇
談
会

を
機
会
あ
る
ご
と
に
開
催
し
、
村
守
つ

く
り
に
い
く
ら
か
で
も
貢
献
し
て
ゆ

き
た
い
と
し
て
い

ノ
レ.
i夏

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
前
に

九
月
二
十
日
、
玉
一
小
と
須
釜
小
そ

れ
ぞ
れ
で
、
全
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊

パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
村
民
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

沿
道
に
は
大
勢
の
住
民
が
出
迎
え
、

演
奏
し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
す
る
子
供

た
ち
に
拍
手
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
就
改
セ
ン
タ
ー
前
広
場

か
ら
交
通
安
全
へ
の
願
い
を
込
め
、

一
斉
に
風
せ
ん
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

去
る
九
月
十
六
百
福
島
市
の
杉
妻

会
館
で
行
わ
れ
た
擾
良
道
路
愛
護
団

体
等
の
表
彰
式
で
、
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
(
会
長
・
矢
吹
精
助
)
が
道

路
愛
護
に
顕
著
な
功
績
の
あ
る
団
体

と
し
て
建
設
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
。

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
道
路

の
除
草
ゃ
あ
き
缶
拾
い
な
ど
環
境
美

化
に
努
め
る
方
、
ふ
る
さ
と
の
道

運
動

建
設
大
臣

路
を
花
で
飾
ろ
う
と
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
各
地
区
ご
と
に
展
開
し
て
い
ま

す
J

。今
回
は
こ
の
よ
う
な
強
力
な
体
制

で
進
め
て
き
た
実
績
が
高
い
評
価
を

受
け
、
表
彰
に
つ
な
が
っ
た
も
の
。

こ
の
受
賞
は
昭
和
五
十
八
年
の
日

本
道
路
協
会
長
賞
に
次
ぐ
二
度
自
の

快
挙
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
み

な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
事
務
局
の
あ

通
安
全

る
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
喜
び
に
わ

い
て
い
ま
す
。
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受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け

ま
す
と
、
老
齢
厚
生
年
金
は
六
十
五

歳
ま
で
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
て
い

れ
ば
、
障
害
基
礎
(
障
害
厚
生
)
年

金
の
請
求
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
は
後
悔
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
慎
重
に
請
求
し
ま
し
ょ

〉
「
ノ
。

金
期
間
のげ

請
求
は
慎

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て

六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
健
康
に

自
信
が
も
て
な
い
、
早
く
年
金
を
受

け
た
い
と
い
う
と
き
は
、
六
十
歳
以

上
に
な
れ
ば
六
十
五
歳
未
満
で
も
繰

り
上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
繰
り
上
げ
て
受
け
る
場

合
、
年
齢
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
、
本
来

受
け
る
べ
き
六
十
五
歳
に
な
っ
て
も

受
け
る
額
は
減
額
さ
れ
た
ま
ま
で
、
そ

の
支
給
割
合
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

と
く
に
、
過
去
に
厚
生
年
金
に
加

藤場事

入
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
六
十
歳

か
ら
特
別
支
給
の
老
齢
摩
生
年
金
を

一繰り上げ‘の

場合の支給率一

国鉄ての踏切事故が、年々増加の傾

向にあります。水戸鉄道管理局ての今

年 4尽力、ら 8月までの踏切事故は87件。
そのうち列車に衝突したものが、 10f牛
(内死亡 2件)発生しています。特に

未熟と思われる女性ドライパーの事故

(脱輪、工ンスト等)が目立ちます。

玉川村(水郡線)には、踏切がいく

つあるか知ってますか?踏切遮断機の

あるもの 8ケ所、保安施設のないもの

が 7ケ所の計15ケ所もあります。この

うち保安施設のない「天神前J と「第

3)]日当宿」の 2ケ所については、踏切

警報機が設置される見通してす。

さて、踏切て車が動けなくなったら、

ま、ず列車を止めるために次のようにし

てくたさい。

1 非常ボタンのない踏切てはまず、

「発炎筒Jをたいて列車の来る方に走

りながら合図するか、または「赤旗」

力、「上衣Jを振って合図して下さい。

2 非常ボタンのある踏切では、警報

機に取りつけてある非常ボタンの「力

/iーを割ってJ 右側のランプがコく

まで押してくださいD

以上、緊急時の対応について述べま

したが、こんなことのないよう、踏切

における交通ルーんを守り、慎重な運

転を心がけてください。

八
月
五
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
甚

だ
し
い
被
害
を
受
け
、
担
税
能
力
を

著
し
く
喪
失
し
た
世
帯
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
九
月
定
例
村
議
会
で

村
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
十
一
月
以
降
に
納

め
て
い
た
だ
く
村
民
税
や
固
定
資
産

税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
三
・
四
期

分
で
被
害
の
程
度
に
応
じ
て
減
免
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

減
免
さ
れ
る
対
象
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

t

凶
作
村
民
税

①
住
宅
や
家
財
の
被
害
(
保
険
金
、

損
害
賠
償
金
等
に
よ
っ
て
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
を
除
く
)
が
三

O
%を
超

え
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
六
百

万
円
以
下
の
人
。

②
農
作
物
の
被
害
(
減
収
価
額
か

ら
農
業
共
済
金
等
に
よ
っ
て
支
払
わ

れ
る
金
額
を
控
除
し
た
後
の
額
)
が

三
O
%を
超
え
、
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
六
百
万
円
以
下
の
人
。
た
だ

し
、
農
業
以
外
の
所
得
が
二
百
四
十

万
円
以
上
の
人
は
除
か
れ
ま
す
む

tm
作
毘
定
資
産
税

土
地
や
家
屋
に
二
割
以
上
の
被
害

を
う
け
た
人
。

-
凶
作
国
民
健
康
保
険
税

村
民
税
に
準
じ
で
計
算
さ
れ
ま
す

が
、
被
保
険
者
全
員
の
合
計
所
得
金

額
の
合
計
額
が
六
百
万
円
以
下
の
人
。

こ
れ
ら
に
該
当
し
、
減
免
を
う
け

よ
う
と
す
る
人
は
、
減
免
申
請
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す。
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
役

場
税
務
課
(
宮
五
七

l
コ
二

O
一
内

線
一
二
)
に
わ
た
ず
ね
く
だ
さ
い

D

わ
か
ち
あ
う
幸
せ

赤

い

羽

根

共

同

募

金

十
月
一
日
か
ら
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
善
意
が
社
会
福

祉
の
充
実
に
役
立
ち
、
同
時
に
社
会
連
帯
の
昂
揚

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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高
齢
者
教
室
野
外
研
修

と
焼
き

里

触
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に

待
っ
て
い
た
研
修
旅
行
が
、
一
三

六
名
の
参
加
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま

し
た
。九

月
十
六

1
七
日
と
秋
の
不
順

な
天
候
の
合
聞
を
縫
い
有
意
義
に

実
施
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た。
会
津
路
の
山
畑
を
埋
め
て
真
白

に
咲
く
ソ
パ
の
花
々
、

大
内
宿
の

生
青
紫
色
の
り
ん
ど
う
の
花
。

刊
一

H

濃
り
ん
ど
う
、
か
な
し
き
声

る
は
地
に
こ
も
る
H

山
間
に
ひ
っ
そ

射
り
と
た
た
ず
む
村
の
歴
史
が
し
の

撒
ば
れ
る
り
ん
ど
う
に
、
思
わ
ず
心

棉
う
ば
わ
れ
る
一
刻
も
あ
り
ま
し
た
口

大
高
齢
者
教
室
は
、
野
外
研
修
を

終
え
る
と
い
よ
い
よ
後
半
に
入
り

ま
す
。
毎
月
一
回
の
教
室
を
、
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
る

皆
さ
ん
と
学
習
で
き
る
こ
と
を
幸

せ
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

* 

吉田丑蔵さん
(J 11辺)

*
 

こ
こ
で
は
、
自
然
の
偉
大
さ
と
豊
か

さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
こ
こ
で
昼
一
食
を

と
り
、
次
の
目
的
地
で
あ
る
大
川
ダ

ム
に
向
か
っ
た
。
宿
泊
地
は
芦
ノ
牧
温

ひ
の
き

泉
で
檎
風
呂
に
つ
か
り
な
が
ら
旅
の

疲
れ
を
と
る
こ
と
が
で
き
格
別
で
あ

っ
た
。
み
ん
な
と
楽
し
く
一
夜
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

次
の
日
は
焼
き
物
で
有
名
な
本
郷

の
流
絞
焼
き
工
場
を
見
学
し
、
作
業

員
が
真
剣
な
姿
で
ろ
く
ろ
を
回
し
て

い
る
の
が
印
象
に
残
っ
た
。

お
土
産
庖
で
希
望
の
品
を
買
い
求

め
、
婦
路
に
就
い
た
。
車
の
中
で
は
歌

や
ク
イ
ズ
な
ど
も
飛
び
出
し
、
退
屈

し
な
い
諭
快
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。ψ

ホ

九
月
十
六
日
と
十
七
日
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
老
人
学
級
の
中
で
一
番

に
楽
し
み
に
し
て
い
た
野
外
研
修
が

行
わ
れ
た
。

ま
ず
最
初
は
下
郷
町
の
大
内
宿
に

着
い
た
。
こ
こ
は
、
武
者
や
行
商
人

が
一
夜
を
あ
か
し
、
旅
の
疲
れ
を
い

や
し
た
宿
場
町
で
あ
り
、
昔
を
し
の

ぶ
家
並
み
が
現
存
し
、
そ
れ
ら
を
物
語

っ
て
い
た
。
次
は
塔
の
へ
つ
り
で
、

*
 

昭和61年

蚕i固圃図圏園固圏函
秋恒例の文化祭を下記の日程て間接します。昨年

に引き続き商業祭、農業祭りなど多彩な催しものを

企画しています。

みなさんの参加と協力をお待ちしています。

~'tll 月 1 日 '"'-'4 日 〈村体育館.就改センター〉

児童生徒外品展、書道展、写真展、老人作品

展(即売 3日10時"，-，)生花展、工業展、商業

祭(2日.ミ二 SL運行)盆栽展(1 '"'-' 3日)

菊花屋、山野草展(2"-' 4日)

~'t 9日 〈村体育館〉

芸能祭

~'t16日 〈村捧育館.泉農協〉

青年文化祭、農業祭、泉農協まつり

~'t 1日"'-'16日 〈就改センヲー ロビー〉

郷土史資料展

役
職
員
ソ
フ
ト
大
会

体
育
指
導
員
チ
l
ム
に
栄
冠

役
職
員
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、
九
月
七
日
午
前
八
時
か
ら
村
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
消
防
チ

ー
ム
や
区
長
チ

i
ム
な
ど
十
チ

1
ム

が
出
場
し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

今
年
で
十
三
回
目
を
迎
え
た
こ
の

大
会
は
、
村
内
の
役
職
員
関
係
者
ら

が
一
堂
に
集
ま
る
恒
例
の
も
の
。

好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ

i
も
続
出
し
、

試
合
は
和
気
合
々
の
中
で
進
め
ら
れ
、

優
勝
は
体
育
指
導
員
チ

l
ム
、
準
優

勝
に
商
工
会
チ

l
ム
、
一
二
位
に
は
農

業
委
員
チ
l
ム
と
議
員
チ

i
ム
の
試

合
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
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保
険
料
の

納
付
と
収
納

①
保
険
料
の
種
類
と
額

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
は
、
加

入
し
た
月
分
以
降
の
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
。

納
付
方
法
は
、
原
則
と
し
て
、

事
誕

月
分
ず
つ
年
四
回
に
分
け
て
納
付
す

る
方
法
と
、
翌
年
一
年
分
を
十
二
月

末
ま
で
に
一
括
す
る
方
法
の
二
通
り

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
軽
減
措
置
の
な
い
保
験
料

(
通
常
保
険
料
)
と
特
定
の
後
継
者

に
適
用
さ
れ
る
保
険
料
(
特
定
保
険

料
)
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

②
特
定
保
険
料
の

適

用

条

件

若
い
農
業
後
継
者
を
育
て
る
自
的

で
次
の
要
件
を
満
た
す
後
継
者
の
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
申
し
出
れ
ば
一

般
の
人
よ
り
三
割
ほ
ど
安
く
な
り
ま

③ 
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読

書
の

習
J慣

本
ば
か
り
読
ん
で
い
て
少
し
も
外

で
遊
ば
な
い
と
い
わ
れ
る
子
供
も
少

し
は
い
ま
す
が
、
こ
の
子
は
ち
っ
と

も
本
を
読
ま
な
い
と
親
を
嘆
か
せ
る

子
供
の
ほ
う
が
、
は
る
か
に
多
い
と

思
い
ま
す
。

小
学
生
く
ら
い
に
な
る
と
、
学
校

の
図
書
室
や
近
く
の
公
立
の
国
書
館

か
ら
次
々
に
本
を
借
り
て
き
て
、
か

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

.(:，舟'13ζ 

な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
読
破
し
て
い
く

子
供
も
い
れ
ば
、
教
科
書
以
外
の
本

は
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
と
い
う
子
供

も
い
ま
す
。

歴
史
、
伝
記
、
文
学
、
冒
険
物
語
、

生
物
の
話
、
天
文
学
の
話
な
ど
多
方

面
に
わ
た
っ
て
読
書
を
続
け
て
い
く

子
供
は
、
や
は
り
将
来
が
楽
し
み
な

子
供
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

保険料の種類と金額

63年 1月以降の保険料については、年金額の物価スラ

イド措置に準じて改定されます。

文
章
を
読
ん
で
内
容
を
理
解
す
る

力
、
こ
れ
を
読
解
力
と
い
い
ま
す
が
、

読
解
力
は
す
べ
て
の
学
習
の
基
礎
に

な
る
も
の
で
、
し
か
も
学
年
が
上
に

な
る
に
つ
れ
て
重
要
度
が
増
し
て
き

ま
す
。
で
す
か
ら
、
小
学
生
の
こ
ろ

に
読
書
の
習
慣
が
定
着
す
る
か
ど
う

か
は
非
常
に
大
切
な
問
題
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
本
を

読
ま
せ
た
い
、
本
の
時
き
な
子
供
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
親
は
多
い
の

で
す
。そ

の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
か
。
あ
る
父
親
は
新
開
の

克
童
向
け
国
帯
一
一
日
の
紹
介
記
事
を
い
つ

も
注
意
し
て
い
て
、
こ
れ
は
と
思
う

す。
イ

三
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

農
業
に
常
時
従
事
し
て
い
る
こ

と。

ロハ
後
継
者
を
指
定
し
た
経
営
主
の

経
営
面
積
が
、
一
定
規
模
以
上
あ

る
こ
と
。

③

保

険

料

の

納
付
・
収
納
手
続
き

普
通
納
付
の
保
険
料
は
、
原
射
と

し
て
一
一
一
丹
分
ご
と
に
納
付
書
に
よ
り

必
要
事
項
を
記
入
し
て
納
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
c

納
付
方
法
は
加
入
者
の
貯
金
口
座

本
が
あ
る
と
自
分
で
買
っ
て
き
て
子

供
に
与
え
、
読
む
こ
と
を
勧
め
て
い

ま
す
。
世
界
文
学
全
集
な
ど
を
子
供

部
屋
に
並
べ
て
、
「
読
み
な
さ
い
、

読
み
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
親
も

い
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
、
こ
の

よ
う
な
方
法
で
は
読
書
、
が
好
き
に
な

り
ま
せ
ん
。
い
ま
の
子
供
た
ち
は
、

テ
レ
ビ
は
よ
く
見
て
も
マ
ン
ガ
以
外

の
本
に
は
あ
ま
り
関
心
を
向
け
な
い

の
で
す
。

に
な
る
た
め
に
は
、
本

を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
が
体
得
さ
れ

て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
親
自

身
が
本
を
読
み
、
時
々
は
そ
の
本
の

内
容
を
家
庭
の
話
題
に
し
て
い
る
こ

か
ら
の
口
鹿
振
替
納
付
と
現
金
に
よ

り
納
付
す
る
現
金
給
付
が
あ
り
ま
す
勺

前
約
納
付
は
、
毎
年
十
二
丹
三
十

一
日
ま
で
に
翌
年
の
一
年
分
の
割
引

保
険
料
を
一
括
し
て
納
付
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
場
合
納
付
期
限
が
過
ぎ

る
と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

④

保

険

料

と

税

金

所
得
税
の
申
告
を
す
る
と
き
、
そ

の
年
に
払
っ
た
農
業
者
年
金
の
保
険

料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
所
得
か
ら
の
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
c

と
が
大
切
で
す
。

家
庭
教
育
の
特
徴
は
、
親
の
何
気

な
い
態
度
や
習
慣
が
子
供
に
模
倣
さ

れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

読
書
に
つ
い
て
も
こ
の
こ
と
は
・
当
て

は
ま
り
ま
す
。
親
が
自
分
の
子
供
の

時
に
読
ん
だ
本
の
話
を
し
た
り
、
親

が
読
量
一
目
し
て
い
る
姿
を
子
供
が
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
は
本
に
親
し

む
き
っ
か
け
を
つ
か
む
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
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青
年
海
外
協
力
隊

制 l川

協
力
隊
は
、
開
発
途
上
の
国
々
に

対
し
て
、
経
済
、
社
会
の
発
展
の
た

め
に
技
術
、
技
能
を
身
に
つ
け
た
青

年
を
派
遣
し
、
各
国
の
国
づ
く
り
に

協
力
し
て
い
ま
す
。

協
力
隊
で
は
昭
和
六
十
一
年
度
秋
の

隊
員
を
下
記
の
要
項
で
募
集
し
ま
す
。

記

資

格満
二
十
歳
以
上
、
原
則
と
し
て
三

十
五
歳
ま
で
の
日
本
男
女

願
書
締
切

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
三

O
日

消
印
有
効

選
考
試
験

@
第

一
次

l
i昭
和
六
十
二
年

一
月

十
一
日

(
筆
記
試
験
一
作
文
、
英
語
、
技
術
)

・
第
二
次

i
i昭
和
六
十
二
年
二
月

出生児氏名

片寄泰子

佐藤 F悠

近内沙弥香

草野支菜

宗形勝弥

塩津辛子

矢吹文
t--

鈴木元気

石森陽子

す

う

ま

ん
」
い

で
ざ

め
こ

お生
¥
U
Y
J
i

誕
~
J
-
汽

お

仁

保護者名

(8月届出分)

区地

十
三
日

1
十
九
日
の

一
日
東
京
で
実
施

応
募
方
法

協
力
隊
所
定
の
願
書
を
期
日
ま
で

に
事
務
局
へ

募
集
説
明
会

十
月
二
十
八
日
(
火
)
午
後
六
時
か

ら
郡
山
市
中
央
公
民
館
で
開
催
し

ま
す
。

勝

勝

吉

之

勝

行

昭

弘

豊

源

利

浩

正

吉

繁

弘

南須釜

北須釜

τと
Eコ

山小屋

。
."， 

。

ク

クη
月

1
日

個
人
事
業
税
の
納
期

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
、
於

そ
の
第
二
期
の
納
期
限
が
十
二
月
一

日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
付
書
が
県
税
事
務
所
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機

関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
納

村のようす
61年9月1日現在

1 ，549戸(+3) 

7，508人(+7) 

3，718人(十 4)

3，790人(+3) 

血
回

u
i

古川山
4
4
L
 

おくやみ

申し上げます

(8月届出分)

世帯主名

菊雄

忠清

久七

光子

吉男

令・

4

年

8

78 

68 

75 

81 

死亡者氏名

坂本ハヤ

真弓サヨ

車田シン

溝井源三郎

大越吉直

区

辺

生

高

南須釜

地

リ

奈

川

l
j
苦
手
ー
ノ
‘

め
る
場
合
は
、
便
利
な
口
座
振
替
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
(
郡
山
県
税
事
務
所
)

県
民
手
帳
予
約
受
付
中

只
今
、
昭
和
臼
年
度
版
の
「
県
民
手

帳
L

と
「
県
の
す
が
た
L

等
の
予
約
を

受
付
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
役

場
企
画
課
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

価
格
は
一
部
三
五

O
円
で
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
か
ら
社
会
福
祉
活
動
資

金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

記

・
南
須
釜
の
大
越
吉
男
さ
ん
か
ら

一

万

円

(
社
会
福
祉
協
議
会
)




